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模擬議会で
ポスターを使って
「虐待問題 」に
ついて答弁

★ 【 上越市議会初の“中学生模擬議会” 開催 】令和元年11月22日
　吉川中学校の生徒さんから議員になっていただき議会を体験、生徒の皆さんが一般質問を行いま
した。その内容は「児童虐待」、「鳥獣対策」、「鳥獣被害」、「高田城周辺景観」、「うみがたりの運営」、「観
光振興」、「納税」、「水害対策」と多岐にわたりました。 議会を知ってもらう、身近に感じてもらう目的は
達成されました。そして我々議員も「原点」に戻り、その役割の重要性を見直すことができました。

★ 《市長に問う》「一般質問」で市政に提言！

（問）持続可能な「農福連携」について
（答）稲作単一経営が多い構造上の課題もあるが、
　　園芸生産拡大に合わせ、６次産業化も拡充する。
（問）「商品ロスの削減」に対する市の本気度
（答）法の趣旨を踏まえ、的確に対応する
（問）「健康づくりポイント事業」２年目は
（答）内容を充実し自発的な実施を呼びかける。

6月定例議会（2019.6.13 質問）

（市議会だより“かけはし”No.202)

（答）初期対応ときめ細やかな支援に努めると共に、
　　やすづか学園の居場所的な支援は、教職員と
　　地域の支援により実績につなげている 。

9月定例議会（2019.9.20 質問）

（市議会だより“かけはし”No.203)

（問）「不登校」児童生徒の“SOS”の対応と、
　　「やすづか学園」の取組みをどう評価するか

（問）「地域支え会い事業」の目的について
（答）「すこやかサロン」は高齢者の交流や、心身機能
　　低下を予防する事業として今後も推進する。

（答）関係人口の地域との関わりが人口減少や高齢化
　　の地域の担い手不足解消につながる。

12月定例議会（2019.12.12 質問）

（市議会だより“かけはし”No.204)

（問）「関係人口」拡大を地域活性化に活かして

（問）「中山間地域」の今後は
（答）集落づくり推進員の巡回、地域懇談会、市長ミニ
　　集会を通して住民との対話を行う。
　　各総合事務所の時間外受付見直しは、総合事務
　　所統廃合に繫がるものではない。



★会派「みらい」（調査研究視察報告）★委員会視察
◆厚生委員会・視察報告（令和元年7月9日～11日）

2020年スタート！  令和の時代になって初めての新春を迎えました。  希望を持ち、みんなが笑顔になれる街「上越」を皆さんと作りあげる！

「エコパークいずもざき」最終処分場
7/9日（火）・新潟県三島郡出雲崎町

現在、新潟県では「エコパークいずもざき」に次ぐ最終処分
場を上越市内に建設する方針で候補地を 選定している。今
回の視察で環境保全と県内産業 活動の円滑な推進のため
に、最終処分場の重要性を学び、今後の検討に活かしたい 。

「春日部市立医療センター」病院
7/10日（水）・埼玉県春日部市

現在、市では上越地域医療センター病院の改築に向けて
検討している。今回の視察で、地域の拠点病院 としての
機能強化や、利用しやすい病院について学ぶ。働く人に
も配慮された病院を目指し今後の検討に活かしたい。

「川口市巡りの森」葬祭場
7/10日（水）・埼玉県川口市

現在、市では上越斎場の改築にむけて検討を進めてい
る。川口市に新しく建設された葬祭場は自然公園と一体と
なった、 煙突もなく火葬場とはわからない斬新的な葬祭場
であった。 今回の視察を今後の基本構想に活かしたい。

◆交通政策調査対策特別委員会・視察報告
10/24日（木）・埼玉県入間市

「NPO法人ホットライン信州」取組み
7/11日（木）・長野県松本市

当市においても虐待や子どもの貧困、生活困窮者が増加 
傾向にある。民間で緊急支援から居場所づくりまで幅広く 
取組む支援と長野県内に74ヶ所に広がりをみせる「信州 こ
ども食堂」の取組みは、今後市内にも広がりが期待される。

8/22日（木）・北海道旭川市

「農の教育」に着目した市
内の農業者グループの発
案でスタート。地元大学と
の域学連携や市のサポー
トで、学童を対象とした農
業体験の場を設け、活動
を継続してきた。「食」と「農」、「いのち」について考え
る機会を提供している事は、今後の農の課題・問題
解決にむけても良い取組みである。

◆北海道視察（令和元年8月21日～23日）

8/21日（水）・北海道東川町

旧東川小学校をリノベーションし、現在はベトナム・
台湾・中国・インドネシアから留学生が学ぶ「日本
語学校」の運営は、まさに地域を活性化させてい
る。「写真の町」の取組み、「ふるさと株主」などの取
組みは、すべてが東川町に人が来てもらうことや、
町民の皆さんにつながる施策になっていて、このこ
とが地域のにぎわいと経済も動いていることを感じ
た。来る人も町民も「win・win」になることが重要。

〔入間市コミュニティバス「てぃーワゴン」〕について

「廃校活用及び日本語学校の取組み
　と移住定住促進について」 「子供農業体験塾の取組みについて」

8/23日（金）・北海道小樽市

「小樽運河」再建を“運河論
争”を通して整備された経緯
は、小樽の重要な個性であ
る「小樽運河」を中心とした
歴史的建造物や街並みの
価値を再認識し、歴史的景
観の保全に対する市民合意に結びつけ条例を制定した
事は間違いなく現在の観光誘客に結びついている。自分
の街に誇りをもち、歴史を守り伝えることの大切さを学ぶ。

「景観整備及び観光誘客の
　　　　　　　　　取組みについて」

（令和元年10月24日～25日）

現在、上越市でも「次期総合公共交通計画」の策定にむけて取組んでいる。今回の入間市の取り組みを
そのまま上越市へ適用できることは難しいと考える。入間市都市整備部都市計画課の藤田課長さんも
自ら多くの自治体の交通政策を視察し研究し、それを入間市らしく、どう取り入れて行くかを考え実施し
てこられたとのことで、熱意と情熱が感じられた。今後、上越市でも情熱を持った取組みに期待したい。

10/25日（金）・埼玉県加須市
〔加須市コミュニティバス「かぞ絆号」運行事業〕について
加須市コミュニティバス「かぞ絆号」も市民公募によって名付けられたバスで、市民公募であることとバ
スにネーミングがあることは親しみを感じてもらうために良いことだと感じた。加須市の公共交通は、
「デマンド型乗合タクシー」と「シャトルバス」と「循環バス」の３つの方式で運行。事前予約が必要で、利
用者のほとんどが病院利用者で、「ドアTo ドア」の対応は助かると感じた。（オペレーター室の様子→）

◆「全国市議会議長会研究フォーラム in 高知」研修参加（令和元年10月30日・31日）
●第１部 基調講演「現代政治のマトリクスーリベラル保守という可能性」
 （講師）中島岳志 氏（東京工業大学リベラルアーツ研究教育院教授）
●第２部 パネルディスカッション「議会活性化のための船中八策」
●第３部 意見交換会
●第４部 課題討議「議会活性化のための船中八策」

この課題討議で、上越市議会がこれまで「市議を目指しやすい環境整備検討会」を立ち上げ、市民
の皆さんとの意見交換会や議員同士で討議をおこなってきた内容について、当時座長を務めた滝
沢一成議員が代表で事例報告を行い、全国の議員の皆さんに上越市議会の取組みについて聞い
ていただけたことは良い機会となった。他には久坂・鎌倉市議会議長さんからも「女性議員の現状
と視点」について、さらに、小林・周南市議会議長さんからも「周南市の議会改革」ついての取組み
について聞くことができたことは大変参考になった。今回の研修参加は、これまで２期８年の活動を
振り返り、さらに次に向かうための多くのヒントをいただけた有意義な研修会となった。
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心身障害者団体意見交換会
〔令和元年11月5日（火）〕

うらがわらスポーツクラブ事業
〔令和元年11月24日（日）〕〔令和元年11月20日（水）〕
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地域包括支援センター意見交換会
〔令和元年10月15日（火）〕

厚生委員会管内視察

〔令和元年8月18日（日）〕

浦川原手作りの小さな文化祭
〔令和元年10月20日（日）〕
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共生社会の実現にむけて アルビ観戦ツアー

上越体操場（ジムリーナ）視察
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上越市消防団出初式
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女性フォーラム開催

〔令和元年10月21日（月）〕
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（答）関係人口の地域との関わりが人口減少や高齢化
　　の地域の担い手不足解消につながる。

12月定例議会（2019.12.12 質問）

（市議会だより“かけはし”No.204)

（問）「関係人口」拡大を地域活性化に活かして

（問）「中山間地域」の今後は
（答）集落づくり推進員の巡回、地域懇談会、市長ミニ
　　集会を通して住民との対話を行う。
　　各総合事務所の時間外受付見直しは、総合事務
　　所統廃合に繫がるものではない。

「上越市一斉あいさつ運動 」R1.10.10

★石田裕一・ホームページリニューアルしました！

上越市議会に女性の活躍を 迅速、安全な消防活動の拠点

　上越版の相談体制の拡充へ 仲間と初参加、歌で地域を元気に ウエノテックス（株）「URANOS」

虹の会で冬季前の春日山城へ

2020新春に同期で活躍を誓う

私の思い 上越市議会議員として２期8年の任期が終わろうとしています。
この間、地域の青少年育成会議の活動など、地域 で皆さんと

共にがんばってきました。次のステージも、この経験を活かし「責任」と「覚悟」を
もって、さらに地域の課題に取り組んでいきます。
今後共、皆様のご支援を宜しくお願い致します。
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